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文 型 と 助 詞
一 「は」「が」の用法を中心に一
森 田 良 行
1基 礎 文 型
文型は陳述を表わす部分によって第1次 的規定がなされる。述部の性質
によって,と 書い替えてもよい。 ところで,文 法は形式面のみの問題では
ない。人間の思考 と結びついた現象であ り,文 法的分析はそのような思考




文型 とは,文 法学的に記述された文の形式的な分類によって弁別 される
型の類型ではない。表現の場 と関数関係にある発想形式や思考展開の違い
が,言 語表現の面にもた らした特徴的類型 ととるぺきである。文型を以上
のように規定すると,も っとも基本的な発想の型として,次 の2種 を区別
することができる。
a.話 し手と開き手が融合関係として一体感的意識から・自己をとりまく
揚に対立 し,場 の現象を直観 として言表する一 ・『現象文
b.話 し手と聞き手とが対立関係にあるとの意識のもとで,現 場 ・非現場
の話題 に対する判断を伝達する一 一判断文
ア.発 想に順行 した発話 …・・常態判断文
イ.発 想に逆行 した発話……転位判断文
L現 象 文
たとえば 「雨が降っている。Jとい う言表があった とする。こ.の言表は・
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話 し手自身が自己をとりまく揚の中から,ま ず 「降る」 とい う現象を認識
はあくする。次にそこから連鎖的に,そ の動作 ・行為を営む主体が何であ
るか臆 識艸 禰 題化し・r
「雨 が
」 とい う事 実 に 自 ら 気
づ くoこ の よ うに♪ 心 理 的 に
先行 す る認 識 現 象 の主 体 を,
新 認 知 の概 念 と し て 「何 が 」・
a主 体は ～← 一
i
3.請 が
(話 し手 の確 認)
1.降 っ て い る
(話 し手 の認 識)
と補足する言表を現象文 という。'現象文はこのような思考の手順を踏まえ
た言表であ ワ,発 想の出発点は揚の 中での 現象そのものの 発見認識であ
る。
現象文は特に聞き手を予想 しての発話ではない。なかぱひとり言のよう
に述べられる揚合が多い。これは本来,聞 き手を話 し手 と対立する関係と
して設定 した発話ではな く,聞 き手と融合関係にある一心同体的意識(見
方によっては,聞 き手は意識σ)外にあ り,話 し手自身のみの揚)に立 った









(1)そ れ自身が1っ の場をもつ表現であ 勢,そ れゆえ新 しい場 を持ち
‡ 三尾砂氏は 「ガ+動 詞述語`の み を現 象文 と し,そ の動 詞 も終止形は少ない
と述べてい る・永野賢氏は,ガ 主語の場合,動 詞現在形 も含 めて・形容 詞・形 容動詞
述霞吾の文 も現象文 に含 めている。
榊 用例は 主 として 早大 語研 日本語 中級教科書(・旧版)か ら採 った。 〔)内 の1豆





(2)文 の連鎖の場合は,新 しい場への転換 とな9,そ れまでの文脈の










(5)現 象文は,動 作を営む主体を何ガ と提示する文型ゆえ,必 ず ～ガ
が文の主語として立つ。
2。 判 断 文





たとえぱ 「彼は学生だ。」の言表は,ま ず 「彼」 を話し手 ・聞き手の既
知観念とい う前提のもとに話題とし,そ れに対する話し手の判断を聞き手
1・ に伝達 しようとする。 「彼は1
,彼 は
順 翻層縁)1
一2、 何 だ ～
何 だ/ど こだ/だ れ だ/ど ん(課題)
1な だら とい 擬 問 醍 起
3・学生 だ し
,そ れ に対 す る解 決 と して(解答)
「学 生 だ/あ ず こ だ/田 中 さ
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んだ/立 派 だ 」 とい う解 答(陳 述判 断)を 下 す 。 判 断 文 にお け る 「何 ハ 』は,
話 し手 ・聞 き手 共 通 の話 題 で あ り,以 下 の解 説 に 対 す る課 題 で もあ る。 そ
れ ゆ え,「 何 ハ ー 何 ダ/何 ハー ドンナ ダ」 と 本 来 分 離 した 主 語 述 語 の
二 部 構 成 か らな る発 想 形 式(構 文)で あ る。
O「 あ なた の頭 はす ば ら しい』目とか(II37)
O「 頭 が よ い」 とい うこ とぱ は(II37)
ガ 文 型 に は分 離 意 識 が な い。 判 断文 の 主 題 「何 ノ㌔ が 課 題 の場 の提 示 で あ
る ところ か ら,「 鉛 筆 は」'とい う言 表 は 「鉛 筆 は ～」 の質 問意 識 に根 ざ し,
当然 「ど こ に あ る の ～/机 の上 に あ る/な い!き らい だ」 等,種 々の 解 答
が予 測 され,要 求 され る。
Oほ か に悪 くな い ウ ソの例 は...(H3)
「ハ
」 に よ る 判 断 文 は,発 想 の出発 点 た る 主 題 の 提 示 「何 ハ」 の み で 十
分 察 しの つ く質 問 文 な の で あ る。ノ・文 型 の 判 断 文 は,二 部 構 成 をな す とこ
ろか ら,課 題 一 解 決 を2人 の会話 のや りと りで完 成 させ る こ とす らあ る の
で あ る。 現 象 文 で は,「何 ガ」 で切 っ た場 合,言 い さ し表 現 と して十分 汲 み
とれ な い 。 「それ が ど うしたP」 と疑 問 が 残 る。 発 想 の 出 発 点 た る眼 前 の現
象 が まだ叙 述 され て い な い か らで あ る。 合 づ ち と して 発 する 「何}鉛 筆
力料 」 も 同様 で,聞 き手 に 対 す る 質 問 で は な く,独 話 「鉛 筆 が(折 れ た)J
等 の言 い さ し意 識 で あ る。
ガ文 型 ・ハ 文 型 の 発 想 手順 の違 い は,表 現 の 中核 部,強 調 部 分 の違 い と
して現 わ れ る.ハ 文 型 の 判 断 文は 題 目 の解 説 部 分,質 間 の 解答 部分 た る
「何 ダ/ド ンナ ダ
」 の述 部 に 表 現意 図 が あ る の は 当然 の こ とで あ る。 しか
も,題 目 と解 説 との 連 合 は 話 し手 の 判 断 に よ っ て行 な わ れ,そ れ が真 か否
か は話 し手 の主 観 の責 任 とな る。
○ この バ ス の 旅 は 岩 山 を見 る旅 で もあ った 。(1工36)
○ アイ ス ス ケ ー ト揚 は不 良 少年 少女 の た ま り場 で あ る と言 った 。(1157〉
Oふ る さ とは遠 き に あ りて 思ふ もの。(犀 星)




た判断となると,1つ の人生真理として,こ とわざ ・慣用句へと発展する。
O男 は度胸,女 は愛矯/花 は桜木,入 は武士/縁 は異なもの味なもの/
明日は明日の風が吹く/あ とは野となれ山となれ
「一ガ
」 が現揚に則 した個別的 ・具体的事実であったのに対し,1一～ハ」
は 「阿 トイ ウモノハ/ニ ツイテイエバ」 と題 目として取 り上げる意識,一
般的事実 ・恒常的真理 とな りやすい。
○こともが扁頭腺の手術 を受ける(H5)
これも 「こどもは」に変 えると一般的事実や社会習慣に変 じてしま う。
ハ文型は時間的関係や区別 を離れ超絶した表現 として,恒 時的な真理や一
般的事実に関する判断の叙述として用いられる。
ハ文型が非現揚における判断の主題 を共通の題 目として取 り上げる意識
から・「他はどうか知らないが・ これは…/他 はそ うではないがレ これ
は.一 」 という対比意識が潜在的に伴 う。主題 「何ハ」に限定意識が加わ
ると強勢強調 となり,対 比意識が表立つ。常態判断文は強勢 ・弱勢によっ
て対比意識の有無(無 を不問意識 とする見方もある)が生ずる。両者の区別
は単文の場合,形 式面に現われない。話しことぱの揚合は強勢の 「ハ」に
卓立のイ ントネーションが現われるが,複 文の場合は 「花は桜木,人 は武
士」のような並列対比形式をとるものにしか特徴は見出せない。文法的に
は,主 題提示の弱勢ハ文型は連体修飾句 として立ち得ない。ガ文型に変形
する。 対比強調の強勢ハ文型なら連体修飾句 として立 ち得 る。r子 供は見
たがる番組」 とは言えないが(「子供が」 に変形する),「(お となは見たが
らないが)子供は見たがる番組」なら成立する。
常態判断文における 「何ハ」は,話 し手が聞き手に対 し言表すべき主題
を提示し,こ れを発想の出発点 として疑問の揚(ま たは課題の場)を 設定す
ることである。 「何ハ」で示 した題 目について,次 にどのような判断を下
し解説を施すかは話し手の自由である。その題 目事物を行為や属性の主体
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と して扱 お う と,行 為 の 目的 や 対 象 と して扱 お う と自 由 で あ る。 そ れ ゆ え
述 語 が動 詞(ま た は動 詞 的 意 図 をも つ 体 言)の とき に は行 為 の対 象 事物 とし
て も扱 われ,「 ～ハ 」 は必 ず しも主 語 に な る とは か ぎ らな い 。 対 象語 と も
な る。(動 詞 的 意 図 を もた ない 体言 述 語,形 容 詞 ・形 容 動 詞 述 語 の揚 合 は
必 ず主 語 とな る。)
O帰 りは小 海 線 へ 出 てみ る の もお も し ろい 。(II32)
○昼 は外 で食 べ ま すが,(121)
行 為 主 体 は 「私 た ち」 の はず で あ る。 「水 は汲 ん で あ る/コ ー ヒー は 飲
ま な い/私 は うな ぎ/彼 は 教 室 だ/あ した は 引 っ 越 しだ ノ 日曜 日は 休 養
だ」 な ど。
b・ 転 位 判 断 文
「山田 さん は どの 人 で す か ～
」 の質 問 に対 し,「 山 田 さ ん は あ の 人 で す 。」
と答 えれ ば常 態 判 断 文 と して 同一 文 型 に よ る返 答 と な るが,判 断 文 は し ば
しば倒 置 され て,・「あ の人 が 山 旧 さ ん で す 。」 の よ うにガ 文 型 を と る こ と が
あ る。 こ の場 合 「山 田 さ ん」 は話 し手 ・聞 き手 に と って 共 通 の話 題 で あ る
か ら,課 題 は 「ど の人 が ～」 で あ り,「 あの 人 が」 が 解 答 とな る.「 この 人
で も,そ の入 で もな い,あ の1
2・どの人が ～← 一1・ 山 田 さんi人 が
」 とガ 文型 を とる こ とに1
1
よっ て排 他 意 識 ・限定 意 識 がi
強まる.縮 畿 先咄 し,l







強 調 効 果 を高 め て い る わ けで ある*。
a・ あ の 人 は 山 田 さん で す。
b.あ の人 が 山 田 さん で す 。
aは 「あ の人 」 が 了 解 ず み の話題 で あ り発 想 の 出発 点 で あ っ て,表 現 意
図 は解 決 部 「山 田 さ ん で す」 の提 示 に あ る、bは そ の ま った く逆 の肇 想 に
*「 山田さん」が 共 通話題 であるこ とから,「 私が出閏です」 の 言表 には`皆 さ
んご承知 の'の 意識が生 まれ る。
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立 ち・r山 田 さ ん』 が共 通 話 題 で発 想 の 出発 点 とな る。 表現 意 図 は解 決 部
「あ の入 が」 に あ る
・ 発 想 の手 順 は思 考 の流 れ に逆 行 す るわ けで あ り・aの
常 態判 断 文 「課 題一 解 決」 の倒 置形 式 と して 転 位判 断 文(略 して転 位 文)と
呼 ぶ べ き 文 型 で あ る。
転 位 文 は 「解 決 一 課題 」 の順序 を と るか ら,解 決 部 「あ の 入 が 一9」 の
言 い さ しの み で,も う十 分 伝 達 目的 は果 た され て い る わ け で あ る。 この 点
が同 じガ文 型 で あ って も現 象 文 と異 な る と ころ で あ る。 現 象 文 は 話 し手 自
身 が現 象 を受 動 的 に 認識 す る こ とに発 想 の 基本 が あ る の に対 し,転 位 文 は
対 聞 き手 意 識 に お い て事 物 を話題 と して 能 動 的 に取 り上 げ る と ころ に 発 想
の 出発 点 が あ る(対 立 型 〉。 同 じ 「雨 が降 って い る」 で も2様 に解 釈 が で き
るわ け で あ る。 転 位 文 な ら,
降 っ て い る の は 雨 で す → 雨 が 降 っ て い る
で,「 雪 で は な い,雨 が 」 と排 他 意 識 に な り,強 勢 とな る。
「何 ガ何 ダ
。」 の転 位 文 の場 合,2つ の 「何」 の 意 味 箕 疇 に 制 約 が 起 こ る。
「彼 が先 生 だ
」 は 可 能 だ が,目 「先 生 が彼 だ」 は通 常 成 立 しな い。 「何 ダ」 は
上 位 概 念 で な けれ ぱ な らな い。 ハ 文 型 の倒 置 で は あ る が,・「彼 ハ 先 生 ダ →
先 生 ガ彼 ダ」 とは な らな い。
AハBダ 。 上 位概 念 はB
BガAダ 。......上 位 概 念 はA
た だ し,常 態 判 断 文 の転 位 形 式 ゆ え,主 語Bは 必 ず し も述 語Aの 属 性
主体 とな る と は か ぎ らな い。 皆 で注 文 し た種 々 の料 理 を前 に し て.「うな ぎ
が ぼ く だ。」 と言 え ば転 位 文 で あ る。 「ぼ くJは 「うな ぎ」 の 上 位 概 念 で は
な い。
また,転 位 文 は排 他 意 識 とし て解 決 部 を強 調 す る文 型 ゆ え,解 説 や 言 い
わ け,理 由説 明 に格 好 の 表 現 形 式 で あ る。 そ れ ゆ え述 部 を 「の で す/ん で
す 」 で 結 ぶ こ とが 多 い 。
○菓 子 屋 の損 害 は1DOO円 で あ る。 これ が,こ の考 え もの の正 しい 答 え
な ので あ る 。(150〉
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O総 合 サ ー ビス セ ン ター が わ た した ち の ね らい な ん セ す 。(129)
以 上 見 て きた 主 うに ・ ガ 文 型 ・ハ 文型 は ・ ガ ・ハ の 助詞 の部 分 に の み 限
定 して比 較 す べ きで は ない 。 両 文 型 の 発想 の違 い に まで さか の ぽ っ て対 比
す べ き もので あ る 。 ま とめ てみ る と次 の よ うに な る。







↓ 判 断 文
順 行 形 煮 弱 勢 、
ハ ・文 型i強 勢
逆 行 形 式 溺 勢




　常 態 文(不 問)1
態 文(対 比)1
転 位 文(排 他)1
H文 型提出の順序
最も基本的な文型 としてガ文型 ・ハ文型に2大 別 したとき,自 本語教育
の入 門期学習 としては,ど ちらの文型 を先に与 えるほ うが好 ましいか。こ
れは文型の提出順序の体系 との関係や,学 習効率 の問題などとも関係 して
くるが,一 般 にはハ文型か らはいるのがふつ うとなっている。常懸判断文
を先に与えることに何か利点があるりであろ う牟 ～ これには次の6つ の
理由が考えられる。
1・ 不定詞の学習にはハ文型を早く教えておくことが好ましい。
不定詞が述部に来 る(述語 となる,ま たは述語中に含まれる)のはハ.文型
の常態判断文である。話 し手・開き手の既知の題 冒を 「何 々はJと 提示し・
それが何なのか,ど うなのかを述部で質問する順行形式だからである。
いっぽう,不 定詞が主部に来る(主語 となる,ま たは主語句中の修飾語
となる)のはガ文型の転位判断文である。(現象文は不定疑問表現を持たな
い。)既知の題 目を述部で提示する予定で,課 題 「何が/ど れが」等をまず
主部 に持 ってくる逆行形式だからである。
さて,「何が._ま すか?」 「だれが._で すかP』 の積極的発言を先に
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学 ぶ よ り,「 … は何 で す かP」 「一 ・は どこ で す か 。」 の消 極 的 質 問7「 ・一
は何 々 で す 。」 の受 け手 の立 場 を先 に覚 え た ほ うが実 生 活 の役 に立 つ 。 さ
らに,ハ 文 型 の常 態 判 断 文 は
○ 鈴 木 先 生 の お 宅 は ど こだ った っ け。(125)
と非 現 場 の 事物 も題 目にで き る だ け に,用 途 が 広 い。
○ どこ が鈴 木 先 生 の お 宅 で す か 。
の転 位 文 は 現 場 の話 題 に しか 用 い られ ず,そ れ だ け健 用 範 囲 が 狭 い 。
「不 定 詞 ・ガ ・～
」 「～ ・ハ ・不定 詞 」 の 法 則 に はず れ る揚 合 が あ る 。
○ 天 気 予 報 に興 味 を持 ち始 め た動 機 は なん です か。(II62)
ハ をガ に換 え る と,述 部 が 聞 き とれ な くて聞 き返 す意 識 とな る。 ま た,
「1回 や2回 の欠 席 が 何 です か目!」 とい うのが あ る
。 これ は 「欠 席 が ど う
した とい うの か。 さ して問 題 で な い」 の意 で,反 論 意 識 とな る。 もはや 不
定 詞 と は言 え な い。 この ほ か に,間 い返 す 「何 曜 は い い ん です か 昇 」 度 忘
れ の 「何 は ど こで す か1」 慣 用 表 現 と し し て 「何 が 何 だ か わか ら ない 。」「何
が何 で もや り抜 くぞ 。」 な どが あ る 、 な お,複 文 の場 合 「田 中 さん は(/が)
どの 人 だ か わ か らな い 。」 は,構 文 上 ハ ・ガ に相 違 が あ る。
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2・ 指 示語 の 学 習 には,ハ 文 型 を早 く教 えて お くほ うが 都 合 が い い 。
コ ソア の 指示 は,文 脈 指示 よ り現 揚 指示 の ほ うが 具 体 性 が あ り,現 揚 に
則 し て い るだ け に,早 く教 え るべ きで あ る、 現 場 指 示 は話 し手 ・聞 き 手 に
とっ て既 知 の こ とゆ え,題 目 とな りや す い 。 了解 ず み の 事 物 ゆ え,多 くハ
文型 とな る。
Oそ れ は何 で す か}/こ れ は 地 図 で す 。
ま た,述 語 に し て
○ 地 図 は これ です./事 務 所 は そ こで す 。
とコ ソア の差 し替 え に よ っ て文 型 練 習 が 行 な え る。 ガ文 型 に よ っ て コ ソ ア
の練 習 を し よ う とす る と,転 位 文
*こ れ らの例については掻村 明
・三上章氏 の論文 に くわ し く論 じられている。
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○ これ が桜 で す 。/そ れ が い い。/あ れ が ほ しい。
と強 勢 に な って しま い ・一 般 的表 現 と して練 習 で き な い欠 点 が あ る。 現 象
文 で は コ ソア が現 われ に くい ・ した が って・ コ ソア の ガ文 型 で は動 詞 述 語
が 出 に くく,「 あ れ が 鳴 る の です 」 の よ うな 「ので す/ん で す 」 の 転 位 文
とな りが ち で あ る 。 また,修 飾語 と して用 い て も,
屋根 が漏 る 十 この 一 → この屋 根 は漏 る
の よ うに,コ ノア を用 い る こ とに よ って 了解 事 物 とな っ て しま い,ハ 文 型
に変 じて しま う。 そ の ほ か,「 桜 が これ で す」 の よ うな述 部 に コ ソ ア を入
れ る表 現 も成 立 しに く く,ガ 文型 に よ る コ ソア の表 現 は き わ め て 限 られ た
場 合 の み に 限定 され て しま う。
3.疑 問 文 の 練 習 には,ハ 文 型 か らはい る ほ うが 有利 で あ る。 た と え ば,
○ そ れ は何 で す か ～一 → これ は 地 図 で す 。 → それ は あ な た の 地 図 で す
か ～一一→は い,こ れ は私 の地 図 で す 。
質 問 → 答 → 質 問 … と会 話 のや りと 塀 こよっ て文 脈 を展 開 さ せ る に はハ
文 型 で な け れ ば な らぬ 。 「何 ハ」 は 了解 ず み の話 題 提 示 ゆ え,次 の 会 話 へ
と指 示 語 な ど を利 用 して 鎖 式 に繋 げ て い く こ とが で き る・ ガ文 型 で は・ 現
象 文 は 孤 立 的 話題 ・新 しい場 の提 示 ゆ え,話 題 の展 開 がむ ず か しい 。 転 位目
文 は
○ あ なた が 田 中 さん で す か ～→ は い,私 が 田中 で す。
と文 脈 に区切 りをつ け て しまい,話 が展 開 しに くい。 しい て展 開 させ よ う
とす れ ば,
Oは い,私 が 田 中 で す 。 → 国 中 さ んは い ま何 年生 で す か ～
とハ 文 型 に な って しま う。 会 話 のや 勢と りは ハ文 型 一 本 で お し通 した ほ う
が問 答 が ス ム ー ズ に 進 み,か つ 文型 上 も学 習 者 に無 用 の混 乱 を起 こ させ な
い です む 。
4,モ 文 型 へ の 発 展 はハ 文 型 を前 提 と し ては じめ て可 能 とな る。 「一 モ 」
の累 加 表 現 は,ハ 文 型 の 習 得 後 た だ ち に学 習 させ な けれ ば な らな い 。
○ 兄 は 大学 生 で す。 弟 も大 学生 で す。
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題 目 「兄 は」 に対 す る解 説 と して 「大 学 生 です 」 と答 え る。 課題 に対 す
る多 くの 解 答 「大 学 生!会 社 員/役 人 ノ教 員 一 ・」 の中 か ら1つ を選 ん だ わ
け であ る。 こ の解 答 と同 じ解 決 が 得 られ る題 目が 次 に来 る とき 「～モ 」 と
な る。
Sノ 、Pダ 。Sノ モPダ 。
も し異 な る解 答 とな る場 合 に は,連 立 対 比 の判 断 文 と して強 勢 のハ 文 型
とな る。 両 文 の意 味 関 係 は逆 接 とな る。
SハPダqシ カ シ,S'/、P〆 ダ 。
O匙 頭 独 に耐 え られ る が,女 性 は そ うは いか な い の だ。(II82)
この 場 合,P,P〆 は同 一 範 疇 の概 念.でな けれ ぱな らな い 。
O太 郎 は会 社 員 だ が,花 子 は 優 等 生 だ。
とは言 え な い。 ハ 文 型 は本 来,連 立 対 比 の可 能 性 を秘 め てお9,先 行 文 に
対 しては 逆 接 関係 に立 つ。
O「 いや,わ た しは寒 くな い ん だ」 とつ っぱね る。(II7)
に は,「あ な た は ど うか 知 らない が,し か し1あ なた は寒 くな い だ ろ うけ れ
ど も」 等,題 目 にお い ては 対 比 意 識 が,判 断 に対 しては 逆 接 意 識 が旛 る。
そ れ に 対 して 「私 も!彼 も」 と 共 通 意 識 が 働 け ば,同 一 判 断 の 累加 とな
る*。 モ 文 型 は,対 比 判 断 文 とP(述 語)を 共 通 にす る と こ ろ に成 立 す る文
型 な の で あ る。
Oこ れ は私 ので す 。 あれ も私 の で す。
は じめ に転 位 文 が来 て
○ これ が私 の です 。 あれ も私 の で す。
と させ る の は 「モ」 の本 来 の機 能 にはず れ る継 。 モ 文型 の練 習 は,ハ 文 型
とかみ 合 わ せ る こ とな し に は行 な え な い。
5・ 否 定 表 現 の 練 習 はハ 文型 で 行 な うほ うが よい 。
*対 比意識に根 ざす逆接は順接 に対応 しない。累加に対応す る、
料 転位 文 には 「も」が対応 しないが,現 象文 なら対応す る。「雨が降 ってい る。
風 も吹いてい る。」
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そ もそ も否定判断 「一ではない/一 しない」は,既 定の題目があって始
めて成立する判断である。「学生じゃありません」は題 目 「だれそれは ㍉
を前提 としなければ成立の意味がない。それゆえ否定判断はハ文型の常態
判断文 とな りやすい,雨 が降っていないにもかかわ らず 「降る」作用 を想
定 して,
目何が降っていない ～→ 雨が降っていない。
の発想は普通ではない。強勢の転位文では,述 部 に否定 を含ませると不自
然にな りやすい。
○私が学生ではありません。




固 有 名 詞 「田 中 さん 』 で は成 立 し な い。 た だ し単 文 の 場 合 の み で,複 文
な ら
Oあ の人 が 田 中 さん で な い のが残 念 だ。
の よ うに成 立 し得 る。 この点 につ い て は 次 章 で 述 べ る。 さ て
目SハPダ 。S'ハPデ ハ ナ イ 。
SハPデ,P1デ ハ ナイ 。
の対 応 は成 立 す る が,
SガPダ 。S'ガPデ ハナ イ 。
SガPデ,P〆 デ ハ ナ イ 。
は成 立 しな い。 しい て否 定 表 現 を続 け た い な ら,ハ 文 型 に変 えな けれ ば な
らな い。
○ あ の人 が 田 中 さん だ。 この 人 は 田 中 さん で は な い 。
ガ文 型 で は対 比 判 断 が生 じない か らで あ る。
否 定 表 現 が ハ 文 型 とな りや す い の は,「 ハ」 の対 比 判 断 ・話題 の強 調 意
識 に根 ざ して い る。 この こ とは次 の 例 を見 れ ば 明 らか で あろ う。









弱勢,強 勢,ど ちらの表現が実生活上有用で重要か,日 本語教育におい・
てどちらを早 く教えるべきかは,論 ずるまでもない。オーソ ドックスな弱
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あま り,体 言述語の文 を犠犠 にする立揚でもある。弱勢 のオーソドックス
な表現 として動詞述語の文中心に練習が進められ,体 言述語の文は強勢の
文として従に回される恐れがある。




雑で,ハ ・ガの用法が構文 と深い関係をもっているので,単 文か ら複文へ
と進む段階に動詞述語の文を集中的に学習 させたほ うぷ学習効率がいい。
このように考えて.くると・動詞述語はできるだけあ とに回 したほうが都合
が よく,動 詞 を主眼 としているガ文型を無理に先に出すことはあまり得策
でないことに気づ く。
III複 雑 な 文型 と 「ハ ・ガ 」 の 用法
複 文 に お け るハ 文 型 ・ガ 文型 の か らみ 合 い,そ れ に よ って 生 ず る構 文 の
問 題 は・ ハ ・ガ の選 択 の問 題 へ と発 展 し,さ らに文 意 の と り方 の 問題 や,
意 味 面 か ら見 た 文 成 立 の 可 否 の問題 へ と進 む。 こ こで は 問 題 点 を整 理 す る
意 味 で次 の2点 につ い て 検 討 す る。
(1)複 文 に お け る 先行 の格 助詞 ガ を ハ に置 き.替え る こ とが で きる か ど
うか の 問 題 。 これ に はa・ ニ ュア ンス は 違 っ て くる か も じれ な い が,ハ の
置 き替 え溺 可 能 で,し か も構 文上 も異 同 を き た さな い 。b・ 置 き替 え は可 能
だ が,異 な る構 文 にな って しまい,そ れ ゆ え全 体 の 文 意 が 違 って くる。C,
ハ ヘ の 置 き替 え は 不 可 能 。
(2)複 文 に お け る 展 開 部 の前後 で ・ 主 体 の 入 れ 替 え(主 語 の転 換)が 可
能 か 否 か の 問題 。
複 文 に お け る従 属句 と して は,独 立句,主 語 句,速 体 修 飾 句,連 用修 飾
句,お よび述 語 句 が 考 え られ るが,こ れ ら にお け るS-P関 係(主 語 ・述
語 関 係)を 表 わ す助 詞 が問 題 とな る わ け で あ る。 本 稿 で は ハ ・ガ の 使 い 分
け を,S-Pの 従 属句 と して種 別 ご と に整 理 ナ る立場 を と らな い㌔ この 立
場 で は,S-Pを 同 じ語(た とえぱ ホ ド)が 受 け て い て も,そ の あ とに 助 詞
(た とえ ば ノ,二)が 続 い た り続 か な か っ た りで句 の分 類 先 が分 か れ て しま
寧 た とえば松尾拾氏 「ハ とガ」(講座現代語6)で は
,従属句 の種類 ごとに整理 し
ている。
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う。 こ め欠 点 を補 うた め,S-Pが ど の よ うな 語 に係 っ て い くか,S-Pを
受 け てい る語 ご とに整 理 して み よ うと思 う。
1・S-P指 示 語 文 型
2・S-Pハ/ガ ノヲ文 型
「カ
」 を伴 う疑 問 文 形 式 のS-Pを コ ソ系 の指 示 語 で受 け る か,直 接 ハ ・
ガ ・ヲ ・二_,等 の助 詞 で受 け る揚 合 で,先 行 句 中 の主 語 に はハ ・ガ どち
らも現 われ る。 そ の使 い分 け は単 文 の場 合 に準 ず る。
.○梅 雨互 な ぜ 起 こ る か,こ れ は も うご承 知 の方 も多 い と、慰い ます が,(1
37)
O人 の ため と思 っ てつ い た ウ ソ が は た し て ほん と うに,.,よ か った か ど
うか は,冷 静 に璃ぼ断 され な けれ ば な らな レ、。(II5)
Oこ れ な どは_.い か に言 論 とい うもの が弾 圧 され て き た か を証 明 す る
もの で し ょ う。(II10)
3・s-Pコ ト/ノ 文 型
形式 名詞 コ トや,準 体 助 詞 ノで 受 け る形 式 で,句 中 のSは 必 ず ガ主 語
とな る。 ハ に置 き替 え る とSの 勢 力 は コ ト/ノ を越 え て 文 末 述 語 に及 ん
で しま い,全 体 の構 文 が 違 っ て しま ラ.SガPコ ト/ノ 形 式 は,コ ト ノ
ノ を鏡 に主 語 の転 換 が 行 なわ れ る。
O私 が 入 賞 した の を(人 々は)喜 ぶ 。
一ハ 主 語 の 場 合 は 文 末 語 に対 応 す る。
O私 は(彼 が/私 が)入 賞 した の を喜 ぶ 。
なお,SガPが 主語 句 とな る場 合,そ れ を受 け る助 調 は ハ ・ガ共 存 で,
単 文 の揚合 に準 じ・ 発 想 の差 が ハ ・ガ の 選択 を左 右 す る。
○警 察 の方 が か け つ け て くれ た こ とが あ りま した。(II25)
O読 書 熱 が ・一 主 婦 な どに広 が って き た こ とは,喜 ば しい傾 向 と言 え よ
う。
Oい わ ぱ,棒 麹 曲が っ て い くの が気 象現 象 で(II70)
O私 杢 凸版 印 刷 に入 社 した の は 大 正14年(II28)
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4・S-P普 通名言司文型
S～Pが 連体修飾句 として立つ典型的な形式である。Sに は通常ガしか




な の で あ る。(132)
○ わ た しが 大学 を出 る前 の年 に地 震 研 究 所 が で き ま した 。(II61)
ガ が ノに転 ず る こ と もあ る。
○ 午前10時 か ら午 後4時 ま でに 授業 のあ る 日が多 い で す。(15)
文 脈 に よ っ ては ハ ・ガ の 置 き替 え の可 能 な場 合 も あ るが,ハ にす る と連
体 修 餌 句 は崩 壊 して しま う。構 文が 違 っ て くる 。 とこ ろ で,文 中 ・文 末2
つ の述 語 に係 る主 語 は,ガ の場 合
○私 が 知 らな い歌 を(彼 は)み ルな 知 っ てい るD
の よ うに,主 体 に交 替 の見 られ るのが 本 来 で あ る 。 同 一 主 体 な ら,ハ を用
い る ほ うが 構 文 上 好 ま しい 。
O鳥 が 頭 を もた げた あ とは,そ の 反 動 で振 動 を続 け る が,(III16)
振 動 を続 け る の は,お も ち ゃの鳥 自身 な の で あ るか ら,む しろ 「鳥 は』
の ほ うが 適 切 だ っ た と、思 う。
以 上 の よ うに,連 体 修 飾 句 を保 持 す る た め に は,ど う し て も ガ を用 い ね
ばな らぬ 。逆 に言 えぱ,ハ 主 語 は連 体 修 飾 句 中 に は は い り得 な い の で あ る
が,中 立 的 主 語 で な く対 比 強 調 の主語 を表 わす 場 合 に は,ハ も用 い られ る。
○ ノくス は通 れ るつ り橋 を造 る。
で は,「 バ ス」 は文 末 述 語 「造 るJに 係 って しま い,意 味 的 に この よ うな
文 は成 立 しが た い 。 しか し,
○(ダ ンプ カ ー は通 れ な いが)バ ス は通 れ るつ り橋 を造 る。
と対 比 の ハ にす れ ば,連 体 修 飾 句 と して成 り立 つ.
5・S-Pト キ/場 合1オ リ/ト コ ロ文 型
普 通 名 詞 の場 合 とま った く同 じで,ガ を用 い ね ば な らぬ。 ハ を用 い る と
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Sの 勢 力 は展 開部 を越 えて しま う。
○ 長 男 則 雄 君 が まだ 乳 児 の と き,大 矢 さん の夫 は病 死 し た。(1115)
○筆 者 が 紀 要 に 欧 文 の報 告 を載 せ てい た だ いた お りに,小 冊 子 を持 っ て
き て くれ た 。
○ 島 で あ るた め に,観 測 が し に くい と ころ が あ り・ま す か 。(II65)
「トキ/場 合/オ リ
」 等 を受 け て,あ とに も う1つ 主語 が立 つ揚 合,そ
れ が修 飾 句 中 の 主語 と同 じ主 語 の と きは,ハ で受 け る こ とが 多 い 、(た だ
し同一 主 語 の とき は む しろ省 略 す るの が本 来 。)
○ 「適 当 にや りた ま え」 と課 長 が部 下 に 言 った揚 合,課 長 は この 程 度 に
や る だ ろ う と思 い 込 ん'でい るわ けで す 。(II")
修 飾 句 中 の 主 語 は初 出 の 概 念 であ った が,次 の 主 語 の と きは す で に既 存
の観 念 とな っ てい るゆ え,話 し手 ・聞 き手 共 通 の 話 題 と して ハ で受 け る こ
とに な る。
6.S-Pタ メ/マ デ 文 型
「タメ/タ メ ニ ノタメ ナ ラ/タ メ ノ
」 と 連 用 修 飾句 や 連 体 修 飾 句 とな る
が,ど ち らの揚 合 もガ 主 語 が 立 つ 。 ハ を用 い る と展 開 部 を越 えて し ま い,
主 語 の交 替 も不 可能 とな る。
○ 蒸 発 が 盛 ん な た め,降 った雨 は そ の ま ま水 蒸 気 とな って 大気 中 に戻 る
●o
も の が 多 く,(1工54)
Oお と う さλ、が帰 る まで待 ち な さい 。
7。S-Pホ ド/グ ラ イ 文 型*
SにPの 主 体 が 立 つ 場 合 は ガ 主 語 でな け れ ぱ な らない 。
○ 世 問 の人 が 想 像 す る ほ ど攻 治 が家 庭 に入 り込 ん で は い な か った 。
(1更58〉
O霧 の 中 で は アイ ス ク リー ム に は とて も手 が 出 な い ほ ど寒 か った 。
(II35)
*「 ほ ど,ぐ らい」 の機能用法差 につ いては,拙 稿`「 ぐらい,ほ ど,ば か ワ」 の
用法'(早 大語研紀要7)参 照の こ と。
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SがPの 対 象 語 で あ る場 合 は,前 後 の 文 脈 に よ っ て はハ の可 能 な場 合
も起 こ る。
○ 目を さ らの よ うに して 捜 さな け れ ば 誤 植 が(/は)見 つ か らな い く ら
い,そ の校 正 刷 りは よ くで き て い た。(III8)
ガ をハ に入 れ替 え る こ とは 可能 で あ る。
8.S-Pヨ ウナ/ヨ ウニ 文型
「ヨウ
jを 推 量 と して用 い る場合 に は,「 よ うな/よ うに」 両 形 式 と も主
題 の置 き方 いか ん に よ っ て,ハ とも ガ と もな る。
○ い つ か 見 た イ ギ リス 映 画 に こ ん な 悟 景 杢(ノ は〉あ った キ う塗気 が す
る。(工135)
比 況 と し て前 件S-Pを 比 喩 に用 い た場 合 は ・主 題 は 後 件 の被 比喩 部 分
に置 かれ るわ け であ るか ら,Sは ガ 主 語 となp,ハ は用 い られ な い。
○ 見 か け は鳥 が水 を飲 ん で いる よ うな動 作 を続 け る わ け で あ る が
(III15)
ハ を用 いれ ばSは 後 続 述 語 に係 っ て しま い,「 鳥 は 動 作 を続 け るJ
の構 文 と して,主 語 の転 換 は不可 能 とな る。.
9・S-Pナ ド(ノ)文 型
「ナ ドハ/ナ ド トハ 」形 式 は
,ガ 主 語 専 用 で 南 る。
○ 総 長 が 行 くな ど も って の ほか だ 。
「た とえ 犀 総 長 自身 が
」 と例 と し て引 き合 い に 出 す 意 図 で あ り,主 題 は
他 に存 す る とい う表 現 意 識 ゆ え,ハ は用 い られ な い 。連 用修 飾 句 「ナ ド」,
連 体 修 飾 句 「ナ ドノ」 は,ハ ・ガ 共 存 で あ る。 引 用 文 と同意 識 で,単 文 の
揚 合 に準 ず る。
O夏 に 比較 的 多 く 降 るの で,水 墾(/は)利 用 しや す い 参 ギリ 利 点 が あ
る。(II55)
10・S-P卜!ト イ ウ文 型
直 接話 法 と して カ ギ括 弧 で くく られ る揚 合 もあ る引 用 文 形 式 で,ハ ・ガ
い ず れ も現 わ れ る 。 そ の使 い分 け は 単 文 に準 ず る。
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○大 きな 地 震 益 近 くあ る と言 っ た の か_新 聞発 表 が あ りま したね 。
(II67〉
○あ い ま い 語 篁 条 件 語 で あ る と言 った 意 味 は こ こに あ ります 。(II12)
○ この 辺 丞 く さい 乍ヒ'う常襲 地 が 出 てい る。(II67)
○ 日本 語 には あい まい 語 が 多 く な った,わ た しは この よ うに考 えて い ま
す 。(II11)
11・S-Pタ リ文 型
ふつ う～ タ リ～ タ リと重 ね て用 い られ る形 式 で あ る。 異 な る事 実 を羅 列
した 窮2つ の行 為 ・作 用 の 交互 進 行(と き に は 同時 進 行)に 用 い られ る 。・同
一 主 語 の場 合 は ハ を用 い るが
,(そ の揚 合,2度 め の 解 タ リの主 語 は ふ つ う
省 略 され る)述 語 の属 性 ・動 作 の主 体 が 主 語 とな る 場 合 に 限 られ る。 ガ主
語 は一 タ リの前 後 で主 語 転 換 が 行 な われ る。
○青春 時 代 が 戦 争 だ った り,私 が か け が えの な い働 き手 だ っ た り した_
(II29)
12。S-Pシ 文 型
ふ つ う～ シ ー シ と重 ね 七用 い られ る形 式 で あ る。 これ も羅 列 的 に並 列 す
る形式 で あ る が,羅 列 し た事 柄 が あ とで述 べ る事 実 の理 由 ・原 因 で あ る こ
と を前 提 とす る表 現 で あ る。 比 較 的 自 由 に ハbガ ど ち ら も用 い られ る。
○ あれ は前 例 塑 な い し,そ れ で わ れ わ れ は 非 常 に シ ョック を受 け ま した。
(II68)
Oき ず越 痛 い し,病 室昼 暑 い 』,と て もつ らか った で す 。(初 級281*)
13・S-P・ テ カ ラ文 型
ハ主 語 は 一 テ カ ラ を越 え て後 続 用 言 に係 っ て しま い,ガ 主 語 は 解 テ カ ラ
で踏 み と ど ま る。主 語 が交 替 す る と きは ガ を用 い ね ば な らぬ6Pに は必 ず
動 詞 が来,動 作 の順 序 性 を表 わ す 。
〇三 四 郎墾 美 弥子 を知 って か ら,美 弥子 は か っ て長 い こ とぱ を使 っ た こ






べると動作の順序性の意識はうす く,～ テに比べると並列意識 ・対比意識




○父はうちでもなかなかの雄弁家であり,...私 たちが議論 をふ っかけ
DOo
る こ と を好 ん だ。(H56)
次 の例 の よ うに主 語 が転 換 す る と,話 が 飛 び す ぎ て,班 の メ ンパ ー は そ
れ か ら ど う した の か,言 い残 しが あ る よ うな不 満 が 残 る。 中 止 法 に して は
展 開 が 大 きす ぎ る。
O班 の メ ンバ ー は横 隊 に並 び前 の方 に設 定 した 目標 が あ る。(∬76)
ハ を用 い る と,同 一 主 語 が後 件 に ま で及 ん で い く意 識 であ るか ら,述 語
も互 に形 式 をそ ろ え る必 要 が あ る。
○ 朝 は食 事 の前30分,(父 ハ)か な らず 書 斎 に か ぎ を か け,こ と り と も
音 力二しな ヵ】ったD(II58)
「父 ハ
Jを 受 け て 「音 を させ な か っ た」 とす る のが 中止 法 展 開 の 自然 な
姿 で あ ろ う。
対 比 強 調 のハ 主 語 の場 合 は,主 語 転 換 が 行 な わ れ ・ 後 続 主 語 の省 略 は許
され な い。
○ お じい さん は 山へ 芝 刈 りに行 き,お ばあ さん は 川 へ 洗 濯 に行 った 。
逆 に言 え ば,主 語 が 転 換 して い る に もか か わ らず ハ 主 語 が 立 って い る と
きは,対 比 強 調 のハ と取 って い い。 ガ 主 語 の場 合 は 身 近 か の用 言 に か か り
き りとな 窮 前 件 ・後 件 で主 語 が 交 替 す るの が 常 であ る。




この文型にはハ ・ガ どちらも現われるが,ハ が立つ場合 とガが立つ揚合
とでは発想が違 う。目





この文型は理由 ・原因を示す表現 とな りやすい。
後件も同一主体の場合は,後 件主語はむしろ省略される。この文型は前




○璽 進学 して,弟 は就職 した。




















O私 が銀 行 へ 行 っ て,弟 が郵便 局 へ行 く。
16・S-Pニ ツ レテ文 型
こ の形 式 は,前 件 がガ 主 語 で条件 提 示 塗 な し,後 件 はハ 主 語 を とっ て 文
の 中心 話 題 とな る。 前 件 は従,後 件 が主 で あ る。 一 ニツ レテ の前 後 で 主 語
が転 換 す る の が本 来 で あ る。
○産 業 の開 発 が進 む に つれ て,水 は多 い とは言 え な くな っ て き た。
(II53)
O文 明 が進 む につ れ て アイ デ ィア づ く りの精 神 は か え っ て衰 え始 め た 。
(155)
同 一 主 体 の場 合 は ハ 主 語 とな り,～ ツ レテ を飛 び 越 え後 件 述 語 に係 る構
文 と な る。
○ 彼 は成 長 す るに つ れ てた くま しい若 者 と な っ て い った 。
17.S-P卜/バ1タ ラ!ナ ラ文 型
いわ ゆ る順 接 条 件 法 を なす 文型 の1つ で,ト/タ ラは 仮 定 条 件 に も確 定
条 件 に も,バ/ナ ラ は仮 定 条 件 と して働 く*。 どの 形 式 も,前 件 がガ 主 語
の場 合 は主 語 の 勢 力 は条 件 句 で とど ま り,結 果 句 に まで 及 ば ない 。 主 語 転
換 が行 なわ れ るの が ふ つ うで ある。
○ 液 が上 部 の 球 の 中 に はい る と重 心 が 高 くな っ て,頭 を下 げ(IIU5)
○ ど こか にプ ラス が あれ ば,他 の ど こか にそ れ と同額 の マ イ ナ スが な け
れ ばな らず(151〉
○ 出 張 で1人 が 欠 け た ら,そ のポ ジ シ ョン は ほ か の 人 で うず め れ ば か ま
わ ない 。(II80)
*拙 稿 「条件 の言 い方 」(講 座 日本語教 育3)参 照
。
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結果 句 の主 格 はハ ・ガ共 存 だ が,意 味 的 に可 能 な場 合 は省 略 して も誤解
の起 こる心 配 は な い。
Oあ あ い う こ とが あ る と,神 経 質 にな りま して ね。(II68)
神経 質 に な るの は 「私 た ち一 般 の人 」 で あ って 「あ あ い う こ と」 では な
い。ハ が主 格 に立 つ と,そ の勢 力 は展 開部 を越 え て後 件 述 語 に係 っ て しま
い,構 文 が 変 わ っ て くる。
○先 生 は学 校 へ 着 くとす ぐ研 究室 へ行 った.
ハ主語 は同 一 主 体 の行為 とな9,ガ 主語 は 主体 の交 替 を前提 とす る。
○私 が し っ か9し て い な けれ ぱ.,.と 自分 で 自分 に言 い閏 か せな が ら
(II24)
「私 が
」 な ら 主 語 転 換 に よ り 「他 人 が 困 る/皆 が 困 る」 等 と 予 想 され,
「私 は
、 な ら直 接 「困 る/な けれ ば な らな い 』 等 に結 び つ くわ け で あ るか
ら,困 る の は私 自身 とな る。
18・S-Pカ ラ/ノ デ文 型
順接 確 定 条 件 をな す 形式 で あ る。 前件 は後 件 の前 提 条件 で あ ウ,文 の中
心 主題 は 後 件 に あ る,前 件 主 格 は ガ,後 件 主 格 は ハ に な る'のが ふ つ う。
○答 え 方 が い ろ い ろ あ る の で,三 四 郎 は返 事 をせず に 少 しの 間歩 い た。
〔1玉90)
ガ 主語 の場 合,主 語 は 転換 す る の が本 来 で あ る が,同 一 主語4)例 も まれ
に見 られ る 。
O私 が 最 年 長 だ った もの で す か ら,そ ん な と きは い つ も矢 面 に 立 た され
ま した 。(II24)
同 一 主 語 の 場 合 は,本 来 ハ 主 語 を と って 後 件 述 語 に直 接 係 る構 文 とな す
べ き で あ る。
○美 祢 子 は少 し用 が あ る か ら帰 る と言 う。(H86)
そ の点,先 の 例文 は ガ主 語 と したた め に 「矢 面 に立 た され た」 のは 私 以
外 の 人物 と と られ が ち で悪 文 と言 え る。 主 語 転 換 に は ガ格 を用 い,全 体 を
同一 主 体 で 通 す に は ハ格 を用 い'る。 ハ主 語 は ガ主 語 の上 位 に あ り,ガ 格 表
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現 を統 括 し得 る。
O駅 へ 来 て(私 ハ)定 期 券 が な いの.で,は じめ て 気 が つ い た の です が,
ガ 主 語 は 条 件 句 の範 囲内 に と どま り,ハ 主語 は展 開句 へ と飛 び越 え る の
が常 態 で あ るが,ハ 主 語 で あ りなが ら条 件句 の 述 語 に のみ か か りっ き りで
展 開 句 へ 及 ば な い場 合 が あ る、 ハ主 語 で あ りな が ら 主 語 転 換 が 行 な わ れ,
機 能 的 に ガ格 と大 差 な い わ け で ある 。
○住 宅 地 が 、'は郊外 に延 び て ます か らタ ー ミナ ル 型 は ます ま す発 達 す る
で し ょ うr(126)
カ ラ ・ノデ展 開 は陳 述 の完 結 度 が や や 高 く,ハ 格 の勢 力 を食 い止 め得 る
例 も あ るの で あ る。
ig・S-Pガ/ケ レ ドモ文 型
逆 接 確 定 条 件 を なす 形 式 で あ る。 この展 開形 式 は 陳述 の完 結 度 が か な り
高 く,展 開度 が高 い た め,前 件 にハ 主 語 を とっ て も展 開部 を飛 び越 せ な い 。
ハ ・ガ共 存 で あ る。他 の条 件表 魂 に比 して,条 件 句 ・結 果 句 に 対 す る表 現
比 重 が む し ろ逆 で,条 件句 が 主 か,少 な く と も両 句 き っ こ うし てい る と言
え よ う*。 そ の た めハ ・ガ 共 存 な い しは ハ優 勢 とい う結 果 を示 す**。 主藷
転 換 が 行 な わ れ る の は 多 くガ 主 語 で あ る。
O正 月 とか政 変 に人 の 出入 りが 多 か った が,う ちが選 挙 事務 所 だ った こ
とも な い。(II58)
02200円 とい うも めが,あ ち らや こち らに動 い た け れ ど も,総 額 は つ
ね に一 定 で あ った 。(151〉
ハ 主語 は 同一 主 体 とな る場 合 か,対 比 表現 とな る場 合 が 多 い よ うで あ る.
○ 来 た 当座 は食 べ物 が違 うた め か(私 ハ)少 しや せ ま した が,こ の ご ろ は
日本 食 に も慣 れ て(123)
○ お客 様 は遠 くか らで も買 い物 に い らっ しる けれ ど も,利 用 度 は低 い。
(126)
半 拙稿 「条件 の言 い方」参照
。 榊 松尾拾氏 「ハとガ』 に,条 件形式別 にハガ
の出現頻度数 の統計結果が示 され てい る。
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そ の 飽 の 逆接 条件 形 式 として は,S-Pモ ノ ノ文 型 が あ る。 この 形 式 は
ハ 主 語 が よ く立 つ 、前 件 に表 現 の重 点 が置 かれ る 。後 件 は 補 足 で,ガ 主語 ・
○ ・・甲と大 矢 さん は弁 護 す る も のの,あ とに続 く者 の いな い のが い か に
も寂 しそ うだ っ た。(II18)
S-Pニ モ カ カ ワ ラズ文 型 は,ハ ・ガ 共 存 で あ る。
○ め ん ど うな数 式 が 多 いIFも 牟 牟や 争ず ・ 初 校 は非 常 に よ くで き て お り
(III8)
20。S-Pテ モ文 型
逆 接 仮 定 条 件 形 式 で,ふ つ うガ 主 語 が 立 っ 。 主 語 は転 換 す る が・ 後 件 主
語 は省 賂 され る こ とが あ る。
○ 私 が 必 死 で抗 弁 して も,(父 ハ 〉と りあ っ て は くれ な か っ た。(II57)
○ 論 文 の原 稿 が で き あ が っ て も,ま だ校 正 とい う仕 事 が残 っ て い る。
(1豆7)
あ との例 はハ 主 語 も.成 り立 つ が ・強 勢 とな る。ふ つ うハ 主 語 が 立 つ と・展
開部 を越 え て後 件 述 語 に係 って し ま う。ガ 主 語 は も よ りの 述 語 に のみ 係 る・
○ 日本 人 は地 震 が ぐ ら っ と来 て も平 気 な顔 を して い る(II63)
21.S-Pノ ニ 文 型
逆 接 確 定 条 件 形 式 で,ガ 主 語 を本 来 とす る が,対 比表 現 に は ハ 主語 を用
い る。 主 語 は転 換 す る。
○雨 が 降 っ て い る の に(彼 ハ)傘 も さ さず に 出 て行 った。
○私 は燭 台 ま で あ げ た?IF,な ぜ あ な た は そ れ を持 って い ら っ し ゃ らな
か った の カ㌔(且4)
中立 的主 題 を表 わ す ハ 主語 は展 開部 を飛 び越 え,主 語 転 換 を行 な わ ぬ場
合 が 多 い 。
○ き ょ うは ウイ ー クデ ーだ とい うの に(店 内 ハ)た い へ ん な こみ か た です
ね 。(124)
22,～ ハ パ ガP文 型
r象 は鼻 が長 い
」 で代 表 され る・ い わ ゆ る総 主 文 型 の他,・ こ こで は 広 く
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「一ハ 解ガ 述 語
」 形 式 を と る 文型 につ い て考 え る 。 ま ず 発想 上 か ら 次 の7






















説 明 の つ ご う上,「AハBガPダ 」 と記号 化 して お く。
(1)彼 ハ 背 ガ 高 イ 形 式
この文 型 は 典 型 的 な ～ハ ーが 文 型 で,判 断 文 「AハPダ 」 の述 部 に,
現 象 文(ま た は 転 位 文)の 「BガPダ 」 が 収 ま っ た もの で あ る。 「あ の象 は
鼻 が 長 い」 な ら現 象 文 が,「 象 は鼻 が長 い」 な ら転 位文 が 収 ま φた もの で
あ る。 この文 型 で は,BはAに 所 属 す る も の,Aの,内 な る もの で あ り,
A・Bは 同一 主 体 ゆ え 「A/BハPダ 」 と言 い換 え が で き る
。
○ 彼 ハ 背 ガ 高 イ 。 → 彼 ノ背 ハ高 イ。
述 語 に は形 容 詞,形 容 動 詞 のほ か ・ 状 態 形 容*に な る動 詞 ÷ テ アル/テ
イ ル 形 が 立 つ 。
○ 彼 女 は 目元 が きれ い だ。/澄 ん で い る。
いず れ も述 語 が 属 性 ・状 態 表現 とな っ て い る と こ ろが 特 徴 で,そ の属 性
の 主 体 が た とい 文 面 に現 わ れ てい な く とも,背 後 に 予 想 され る。
○ そ の 文 学 者 は感 受 性 が 人 並 み以 上 にす ぐれ て い た た めに,(∬8)
この 文 型 で動 詞 が な ま で述 語 に立 つ 場 合 は・ 状 態性 の 強 い形 容 詞 寄 りの
動 詞 に か ぎ る。 能 力,習 性,習 慣,性 質,本 能,無 意 識行 為 とい う揚 合 が
多 い 。
○ 彼 は足 が よ く上 へ あ が る。
*目拙稿 「動作 ・状 態 を表わす言い方」(講座 目本語教育4)参 照 のこ と
。
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Oこ の テ レ ビは画 面 が ゆ れ る。/ゆ が む。/崩 れ る。
Oう ち のお じい さ ん は 手 が震 え る。
O彼 は胸 が 高 鴨 っ た。/熱 くな った。
O彼 は手 が スイ ッチ に触 れ た。
〔2)彼 ハ 父 親 ガ 医者 ダ形 式
こ の文 型 は(1)の1種 で,違 う点 はA・Bの 関 係 にあ る。(2)は,身
体的 に ま た は構 成 要 素 と して 関係 の な い事物,互 に異 な る主 体A・Bを,
表現 者 の主観 で仮 にAをBの 所 有 物 と して と らえ た 表 現 であ る。Bは
あ くま でAの 外 な る事 物 で あ るが,所 有物 や 近 親 関 係 と して 「A/Bハ
Pダ 」 と言 い換 え る こ との 可 能 な 文型 で あ る、
O彼 ハ 父親 ガ 医者 ダ → 彼 ノ父 親 ハ 医者 ダ
先 の(1〉 形 式 は ドンナ ダ とい う状 態表 現 で あ っ た が ・ こ の(2)形 式 は何
ダ とい う定 義 づ け的 色 彩 が こい。 述 部 に は名 詞 述 語 の ほ か,動 詞や 打 消表
現 淋 よ く現 わ れ る。
O彼 はお と うさ んが 死 ん だ。1い な い。
○ 日本 は く だ も のが 豊 富 で,(122)
外 な る事物 を仮 に所 有 物 と して 関係 づ け た も の ゆ え,ど こ まで 関係 づ け
られ るか は主 観 的 な面 に依 存 す る。
O彼 はお と うさ んが 病 気 だ。/彼 は大 学 が ス トライ キ だ 。
は言 え るが,
O彼 は学 校 が 早 稲 田 だ 。/彼 は ライ ター 炉外 国 製 だ。1彼 は犬 か 病気 だ 。
彼 は飼 い 犬 が シ ェパ ー ドだ,
とな る と首 をか し げて し ま う。 この 形 式 もAハ を強 勢Aガ に 変 え る こ
とはで き るが,そ の場 合Bガ をBハ に変 え る こ とは で き な い。
〔3)彼 ハ 医 者 ガ 職 業 ダ形 式
こ の文 型 は 「AハPダ 」 の判 断 文 の述部Pに,転 位 文 「BガCダ 」
の収 ま った形 式 で あ る。 転 位 文 ゆ え,Bに は 「用 言+ノ ガJの 立 つ こ とが
多 い。BはCの 内 容 を具 体 的 に示 した概 念 で,「A/CハBダ 」 の言
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い換 えが可 能 とな る。
○彼 ハ 医者 ガ職 業 ダ → 彼 ノ職業 ハ 医者 ダ
BはCの 下 位 概 念 また は説 明概 念 で あ 勢,述 語Pに 当 た るCに は,掠
象 的 な事 柄 の 名詞 や 形 容 動 詞 的 に用 い られ た名 詞 が 立 つ 。
Oこ の町 は静 か なの が特 徴 だ。
○ 彼 は短 気 な のが欠 点 だ。
○ こ の川 は流 れ の速 い の が と りえ だ 。
「一 ハ ー ノガP
」 を 「一 ガ ー ノハ 匙 に か え る と構 文 が違 って しま う、
(4)子 供 ハ 菓 子 ガ好 キ ダ形 式
こ の形 式 もPに 転 位 文 が 収 ま っ た 文 型 で あ り,「AガPナ ノハBダ 」
「A/Pナ ノハBダ 」 の言 い換 え が で き る。
O子 供 ン・菓 子 ガ好 キ ダ → 子 供 ノ好 キ ナ ノハ菓 子 ダ
Bは 述 語Pの 対 象 語 で あ り,主 語 で は な い。Pの 属 性 主 体 はAで あ
る。 「AハPダ 」 の言 表 が な りたつ の は この(4〉 形 式 の み で あ る。 述 部 に
は 「好 き だ!き らい だ」 等 の形容 動 詞 の他,「 動 詞+た い/ほ しい」 「わ か
る/で き る/動 詞+ら れ る(可 能)」 等 で あ る。
○ 先 生 は何 が お 好 き です か。(161)
○彼 は 日本 語 が 話 せ る。
BはAの 志 向 ・欲 望 ・能 力 な どの 対 象 物 とい う関係 の み で,特 にA・
B間 に強 い因 果 関 係 は な い。 「AガBハP」 の 置 き換 えは む ず か し)・。
(5)今 日ハ 雨 ガ降 ッテ イル 形 式
この形 式 はrAハP」 の判 断文 の述 語Pに,現 象 文rBガP」 の収 ま
った 文型 で あ る 。Bは,Aの 場 の中 に存 在 す る事 物 とい うだ け で,特 にA・
B間 に は深 い 肉 果 関 係 は認 め られ な い。 他 文 攣 へ の言 い か え は で きず,(1)
(2)形 式 の よ うに 「A/Bハ 』 とは言 え な い。
Oこ の教 室 は雨 が漏 る.(屋 根 ガ漏 ル とは 言 え な い)
○ この へ ん は まだ 森 や 畑 が 残 っ て い て,い か に も郊 外 ら しい と こ ろ だ。
(18)
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O北 海 道 は雪 が降 っ て い る。
個 別 的 事 実 で な けれ ば,1つ あ 真 理 とも な る.
○ 夜 は まぶ たが 重 い。
○ 試 験 前 は頭 が 痛 い。
時 ・揚 所 以 外 で も,話 題 を と り上 げ そ の 状 況 を叙 述 す る と き,こ の 文 型
を用 い る。
○(デ パ ー トの)都 心 型 は高 級 品 が 多 く(126)
○ この バ ケ ツ は 水 溺 漏 る。
古 い 目記帳 をめ く って い て,
○去 年 の き ょ うは雪 が 降 った 。
(6)彼 ハ 私 ガ 教 エ ル 形 式
こ の形 式 は 「一 ハ ～ ガ」 の 両 方 が 強 勢 表現 とい う特 異 な 文型 で,弱 勢 の
中立 的 主 格 に す る な ら・rBハAヲP」
○ 彼 ハ 私 ガ 教 エル ー → 私 ハ 彼 ヲ教 エ ル
と置 き換 え られ る も の で あ る。Pに は 動 作 性 の 他動 詞 が立 ち,BはPの
行 為 主 体,AはPの 行 為 対 象 で あ る。
(7)コ ノ学 生 ハ 骨 ガ 折 レル 形式
慣 用 句 を内 に含 む 文 型 で,「AハP」 の判 断 文 の述 語Pが イ デ ィ オ ム
表 現 で あ る揚 合 をい う。 「Aハ 」 は 弱勢 の 中 立 的 主語 で あ る。
O今 度 の事 件 は 手 が 込 ん で い る。
Oこ の 子 は 世 話 が 焼 け る。
○彼 は腰 が 低 い 。
○ む す こが大 学 に 合格 し て,母 は 鼻 が 高 い 。目
イ デ ィオ ム ゆ え 「BガP」 全 体 で 単 一 の用 言 と同 じ資格 を持 ち,要 素 ご
とに 品詞 分 解 して は意 味 が な い。 そ れ ゆ え,「A/BハPJの 言 い 換 え
はで き な い。 「母 の鼻 は高 いJと は言 え な い の で あ る。 な お,「 ～ハ ー ガ」
は強勢 と して そ れ ぞ れ 「一 ガ』 お よぴ 「園ハ」 に 一方 を置 き換 え る こ とが
可 能 で あ る。
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